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題字　山田方谷自筆書状より

令和７年（2025）

広報

月月

健幸都市たかはし　“つながり”から創る心豊かなまちづくり

心も体もほっかほか
今月の表紙 今月の表紙 主な内容主な内容

○高梁市発足 20 周年記念式典を開催 (P ２～ )○高梁市発足 20 周年記念式典を開催 (P ２～ )
○令和７年 二十歳のつどいを開催（P6 ～）○令和７年 二十歳のつどいを開催（P6 ～）
○消防功労者表彰 (P ８～ )○消防功労者表彰 (P ８～ )
○市民のページ (P ２２～ )○市民のページ (P ２２～ )

　１月 12 日に中井町では、お正月のお飾りや書き初めを　１月 12 日に中井町では、お正月のお飾りや書き初めを井井
い げ たい げ た

桁桁にに
組んだ木々とともに燃やし、無病息災や五穀豊穣を願う「とんど組んだ木々とともに燃やし、無病息災や五穀豊穣を願う「とんど
焼き」が行われました。竹に挟んで焼いたお餅や振る舞われた焼き」が行われました。竹に挟んで焼いたお餅や振る舞われた
豚汁で温まり、勢い良く燃える炎と空に昇る煙を見ながら今年一豚汁で温まり、勢い良く燃える炎と空に昇る煙を見ながら今年一
年の無事を願うとともに、地域の方との交流を楽しみました。年の無事を願うとともに、地域の方との交流を楽しみました。

高梁市発足高梁市発足2020周年周年



未来に継承し
発展させていく

石田芳生市長は式辞で、「これ
まで諸先輩方が築きあげられた
20 年の歴史に心から感謝と敬意
を表したい。人口減少、少子高齢
化、厳しい財政状況と様々な試練
を乗り越え、市を未来に継承し発
展させていく」と述べました。

次世代へ誇れるまちへ
伊藤泰樹議長はあいさつで、「高

梁市を未来へつなげていくため、
一人ひとりが安心して暮らすこと
のできるまち、次世代を担う子ど
もたちが誇れるまちとして、今ま
で築き上げた歴史や文化、まちづ
くりを引き継いでいく」と述べま
した。

式
典
で
は
、
市
の
20
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
映
像
を
上
映
し
、
新
高
梁
市
の
誕
生

か
ら
、
平
成
27
年
の
高
梁
市
役
所
の
新
庁
舎
運
用
開
始
と
JR
備
中
高
梁
駅
橋
上
化
、

平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
や
備
中
松
山
城
の
猫
城
主
さ
ん
じ
ゅ
ー
ろ
ー
の
登
場
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
梁
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ
る

市
民
憲
章
の
朗
読
を
行
い
、
石
田
芳
生
市
長
の
式
辞
、
伊
藤
泰
樹
議
長
の
あ
い
さ
つ

へ
と
続
き
ま
し
た
。

市
政
功
労
・
一
般
功
労
と
し
て
、
市
政
な
ど
に
功
労
が
あ
っ
た
個
人
86
人
・
７
団

体
に
表
彰
状
と
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
そ
の
後
、
来
賓
の
加
藤
勝
信
財
務
大
臣
や
上
坊

勝
則
岡
山
県
副
知
事
、
久
徳
大
輔
岡
山
県
議
会
議
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
国
際
姉
妹
都
市
の
オ
ハ
イ
オ
州
ト
ロ
イ
市
か
ら
届
い
た
心
温
ま
る
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
会
場
で
披
露
し
ま
し
た
。

記念式典を開催記念式典を開催

2令和７年（2025）２月



高梁市は、平成 16 年 10 月１日に旧高梁市、有漢町、成羽町、川上町、備中町の高梁市は、平成 16 年 10 月１日に旧高梁市、有漢町、成羽町、川上町、備中町の
１市４町が合併して誕生し、本年度で市発足 20 年を迎えました。１市４町が合併して誕生し、本年度で市発足 20 年を迎えました。

高梁市発足 20 周年の節目に、１月 26 日、高梁総合文化会館にて記念式典を開催し、高梁市発足 20 周年の節目に、１月 26 日、高梁総合文化会館にて記念式典を開催し、
これまでの本市の発展に貢献していただいた皆さまに感謝の意を表すとともに、これかこれまでの本市の発展に貢献していただいた皆さまに感謝の意を表すとともに、これか
らのさらなる飛躍につなげられるよう、決意を新たにしました。らのさらなる飛躍につなげられるよう、決意を新たにしました。

式典で上映した市の
歩みを振り返る映像
は 市 公 式 YouTube
からもご覧いただけ
ます。

問秘書企画課☎ 21-0201
トロイ市のビデオメッセージを上映

高梁少年少女合唱団による市民憲章の朗読

高 梁 市 民 憲 章高 梁 市 民 憲 章
平成 17 年 9 月 7 日制定平成 17 年 9 月 7 日制定

わたくしたちは、美しい山々と清流にはぐくまれた高梁市を愛し、わたくしたちは、美しい山々と清流にはぐくまれた高梁市を愛し、
　豊かな伝統文化を受けつぎ、平和で明るいまちづくりを進めるために　豊かな伝統文化を受けつぎ、平和で明るいまちづくりを進めるために

　 　 たた　互いに助けあって、豊かなまちをつくりましょう。　互いに助けあって、豊かなまちをつくりましょう。
　 　 かか　輝かしい未来を築く青少年を育てましょう。　輝かしい未来を築く青少年を育てましょう。
　 　 はは　働くよろこびを感じ、健康と安全を大切にしましょう。　働くよろこびを感じ、健康と安全を大切にしましょう。
　 　 しし　親切と感謝の心で、おとしよりに尽くしましょう。　親切と感謝の心で、おとしよりに尽くしましょう。
　 　 しし　自然を守り、伝統文化を高めましょう。　自然を守り、伝統文化を高めましょう。

 

高梁市発足20周年高梁市発足20周年

3 令和７年（2025）２月 高梁市の市外局番は「0866」です
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4令和７年（2025）２月



「本気で夢を追い続けた
　17 年間の陸上競技人生」

2020 東京オリンピック　女子 4 × 100 ｍリレー
元日本代表　齋藤 愛美さん

式典後には、東京オリンピック元日本代表の齋藤愛美さんによる記念講演が行われ、数々の苦難を乗
り越えてオリンピック出場にまで至ったエピソードが語られました。

走り幅跳びで国体に出場した父と、短距離のインターハイ選手だった母の影響で陸上を始め、中学校
時に全国大会で８位入賞。高校時には U20 日本記録を樹立し、大学４年時にはオリンピック出場と輝か
しい成績を収められてきた齋藤さんですが、その陰には度重なるけがや、大会で手足に力が入らなくな
る症状のイップスに陥った過去があったことを明かされました。

また、挫折を繰り返す中で、家族やチームメイトなど周囲からもらった励ましが大きな支えとなった
ことや、失敗を怖がらずに挑戦し続けることの大切さなど、当時の思いに胸を詰まらせながら語る齋藤
さんの言葉に、多くの来場者が胸を打たれました。

講演の終盤には、大好きな故郷・高梁へ戻ってきて、これから未来へ向かって進んでいく子どもたち
の夢や希望を後押ししたいと今後の抱負を述べられ、次世代の育成を見据えた眼差しは輝いていました。

〈プロフィール〉〈プロフィール〉
1999 年高梁市生まれ。高梁中学校時代に第 41回全日本中学校陸上1999 年高梁市生まれ。高梁中学校時代に第 41回全日本中学校陸上

競技選手権女子 200mで 8位入賞。倉敷中央高校へ進学後、U20日本競技選手権女子 200mで 8位入賞。倉敷中央高校へ進学後、U20日本
記録樹立。大阪成蹊大学に進学し日本陸上競技選手権や国民体育大会で記録樹立。大阪成蹊大学に進学し日本陸上競技選手権や国民体育大会で
上位成績を収める。大学 4年時には 2020 東京オリンピック日本代表と上位成績を収める。大学 4年時には 2020 東京オリンピック日本代表と
して 4× 100mリレーに出場。して 4× 100mリレーに出場。
2023年現役引退。2023年現役引退。

記念
講演

5 令和７年（2025）２月 高梁市の市外局番は「0866」です



令和７年令和７年 二十歳のつどいを開催 二十歳のつどいを開催
「令和７年高梁市二十歳のつどい」が１月 12 日、高梁総合文化会館で行われ、華やかな振り袖やスー

ツに身を包んだ 182 人が新たな門出を迎えました。
式典では、代表者が「これまで支えてくれた家族や友人、地域の皆さまへの感謝の気持ちと、大人と

しての自覚を忘れず、大好きな高梁市で生まれ育った誇りと郷土への想いを胸に、力強く生きていきま
す」と誓いの言葉を述べ、二十歳という人生の一つの節目を迎えての決意を新たにしました。式典後に
は、記念行事として、二十歳のつどい実行委員会が企画したビンゴ大会やバルーンリリースが行われ、
会場は大いに盛り上がりました。

問社会教育課☎ 21-1514

二十歳のつどい実行委員会の皆さん二十歳のつどい実行委員会の皆さん 実行委員による誓いの言葉実行委員による誓いの言葉

6令和７年（2025）２月
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7 令和７年（2025）２月 高梁市の市外局番は「0866」です
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１
月
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日
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高
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尽
力
し
功
績
の
あ
っ
た
消
防
団
員

な
ど
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
・
か
っ
こ
内
は
所
属
）

岡
山
県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

近ち
か
ひ
さ久

誠せ
い
じ治（

成
羽
自
）

優
良
消
防
団
員
章

川か
わ
か
み上

智と
も
お生（

玉
川
）、
若わ
か
も
り森

隆た
か
ま
さ昌（

松
原
）

廣ひ
ろ
か
ね金
合あ
い
ぜ
ん善（

宇
治
吹
屋
）、
本も
と
く
ら倉
繁し
げ
ゆ
き有（

宇
治
吹
屋
）

山や
ま
も
と本
恵け
い
す
け介（

成
羽
）

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章

山や
ま
ぐ
ち口
佳よ
し
の
ぶ修（

川
面
）、
野の
ぐ
ち口
雅ま
さ
は
る治（

玉
川
）

清き
よ
も
と元

幸ゆ
き
お雄（

宇
治
吹
屋
）、
田た
な
か中

秀し
ゅ
う
ご吾（

川
上
）

三み

お尾
宣の
ぶ
ゆ
き行（

消
防
本
部
）

表
彰
章

吉よ
し
だ田

英え
い
じ司（

中
井
）、
川か
わ
か
み上

智と
も
お生（

玉
川
）

山や
ま
ぐ
ち口
史し
ろ
う朗（

落
合
）、
廣ひ
ろ
か
ね金
合あ
い
ぜ
ん善（

宇
治
吹
屋
）

本も
と
く
ら倉

繁し
げ
ゆ
き有（

宇
治
吹
屋
）、
向む
か
い井

勝か
つ
ひ
こ彦（

宇
治
吹
屋
）

山や
ま
が
た縣
忠た
だ
よ
し義（

有
漢
）、
山や
ま
も
と本
恵け
い
す
け介（

成
羽
）

藤ふ
じ
い井

英ひ
で
き樹（

成
羽
）、
平ひ
ら
ま
つ松

靖や
す
は
る温（

川
上
）

藤ふ
じ
も
と本
哲て
つ
や也（

川
上
）、
池い
け
だ田
泰や
す
た
か貴（

備
中
）

赤あ
か
ぎ木
開か
い
へ
い平（

備
中
）、
川か
わ
か
み上
泰や
す
し司（

消
防
本
部
）

青
年
章

西に
し　

孝た
か
ひ
ろ啓（

中
井
）、
石い
し
か
わ川

侑ゆ
う
き暉（

川
上
）

原は
ら
だ田

百も
も
え恵（

団
本
部
）

精
勤
章

田た
な
か中

秀し
ゅ
う
ご吾（

川
上
）、
春は
る
な名

祥よ
し
ゆ
き行（

津
川
）

中な
か
む
ら村
宏ひ
ろ
し史（

高
梁
）、
山や
ま
だ田

雄ゆ
う
す
け介（

高
梁
）

渡わ
た
な
べ辺

貴た
か
ひ
ろ啓（

高
梁
）、
石い
し
は
ら原　

潤じ
ゅ
ん（

高
梁
）

津つ
し
ま嶋

隆た
か
し志（

川
面
）、
中な
か
む
ら村

年と
し
ひ
ろ宏（

中
井
）

小こ
ば
や
し林
大だ
い
す
け輔（

高
倉
）、
西に
し
も
と本
直な
お
き樹（

落
合
）

土ど

て手
博ひ
ろ
ゆ
き之（

有
漢
）、
小こ
ば
や
し林　

正ま
さ
し（

有
漢
）

小こ
で
ら寺

智と
も
や也（

有
漢
）、
妹せ
の
お尾

芳よ
し
の
り訓（

川
上
）

山や
ま
も
と本
開か
い
た大（

高
梁
）、
陶す
や
ま山
和か
ず
の
り典（

高
梁
）

肥ひ

だ田　
守ま
も
る（

津
川
）、
中な
か
や
ま山

隆た
か
ゆ
き之（

津
川
）

赤あ
か
ぎ木

健け
ん
じ次（

川
面
）、
藤ふ
じ
も
り森

久ひ
さ
し嗣（

川
面
）

三み

お尾
佳よ
し
ま
さ雅（

巨
瀬
）、
太お
お
た
い
田
井
和か
ず
ひ
ろ広（

中
井
）

惣そ
う
だ田

裕ゆ
う
じ司（

中
井
）、
佐さ
と
う藤

公ひ
ろ
あ
き昭（

落
合
）

湯ゆ
あ
さ浅
圭け
い
す
け介（

有
漢
）、
戸と

だ田
健け
ん
い
ち一（

有
漢
）

田た

い井
秀ひ
で
あ
き明（

有
漢
）、
岩い
わ
は
ら原

寛ひ
ろ
あ
き明（

有
漢
）

島し
ま
だ田
祐ゆ
う
す
け輔（

有
漢
）、
今い
ま
か
わ川
貴た
か
と
し命（

成
羽
）

槙ま
き
い井　
誠ま
こ
と（

川
上
）、
川か
わ
か
み上
拓た
く
や也（

備
中
）

田た
む
ら村

昌ま
さ
ひ
ろ寛（

備
中
）、
田た
む
ら村

直な
お
ゆ
き之（

備
中
）

榎え
な
み並
憲け
ん
い
ち一（

備
中
）、
江え
ぐ
さ草
新し
ん
じ治（

備
中
）

森も
り
し
た下

佳よ
し
ひ
ろ宏（

消
防
本
部
）、
阿あ

べ部
竜た
つ
や也（

消
防
本
部
）

赤あ
か
い井

隆た
か
し志（

消
防
本
部
）、
川か
わ
か
み上　

実み
の
る（

消
防
本
部
）

高
梁
市
長
表
彰

功
労
章

田た
む
ら村　

健け
ん（

高
梁
）、
森も
り　

和か
ず
ゆ
き之（

高
梁
）

井い
の
う
え上　

淳じ
ゅ
ん（

津
川
）、
野の
む
ら村

武た
け
の
り紀（

中
井
）

小こ
ば
や
し林
大だ
い
す
け輔（

高
倉
）、
佐さ
と
う藤
照て
る
ゆ
き幸（

落
合
）

大お
お
つ
き月

洋よ
う
い
ち一（

有
漢
）、
倉く
ら
の野

克か
つ
し志（

有
漢
）

小こ
ば
や
し林

友と
も
ひ
ろ裕（

成
羽
）、
佐さ
と
う藤

章あ
き
な
り記（

成
羽
）

備
中
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

表
彰
状

藤ふ
じ
も
り森

祥し
ょ
う
じ司（

巨
瀬
）、
大お
お
も
り森

康や
す
し志（

巨
瀬
）

熊く
ま
も
と本
全ま
さ
ひ
で秀（

中
井
）、
平ひ
ら
ま
つ松
修し
ゅ
う
い
ち
一（
落
合
）

令和7年高梁市消防出初式

8令和７年（2025）２月



消
防
署
だ
よ
り

み
ん
な
で
守
ろ
う
文
化
財

毎
年
１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

で
す
。
昭
和
24
年
の
同
日
、
現
存
す
る
世
界

最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法
隆
寺
金
堂
が

炎
上
、
壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
を
機
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、
旧
広
兼
家

住
宅
な
ど
の
歴
史
的
文
化
財
へ
の
立
入
査
察

を
行
い
、
防
火
意
識
の
啓
発
と
火
災
か
ら
文

化
財
を
守
る
各
種
消
防
設
備
の
管
理
状
況
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
で
す
。
こ
れ
か
ら
春
に
向
け

て
は
、
農
繁
期
へ
の
準
備
と
し
て
行
う
野
焼

き
や
枯
草
焼
き
の
火
が
周
囲
へ
と
燃
え
広

が
っ
て
火
災
に
な
る
ケ
ー
ス
が
毎
年
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
火
災
は
防
げ
る
災
害
で
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
気
を
付
け
、
絶
対

に
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
の
火
災
・
救
急
件
数

火
災　
3
件（
前
月
よ
り
2
件
増
）

救
急　
１
５
６
件（
前
月
よ
り
14
件
減
）

問
消
防
本
部
予
防
課

☎
21-
０
１
２
1

野の

だ田
昌ま
さ
ひ
ろ宏（

有
漢
）、
赤あ
か
ぎ木
文ふ
み
ひ
ろ宏（

川
上
）

池い
け
だ田　

哲て
つ（

川
上
）、
矢や
ぶ
き吹

洋ひ
ろ
と人（

消
防
本
部
）

特
別
表
彰（
第
70
回
岡
山
県
消
防
操
法

大
会
入
賞
）小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

宇
治
吹
屋
分
団（
優
勝
）

巨
瀬
分
団（
第
4
位
）

高
梁
市
消
防
団
長
表
彰

特
別
表
彰（
第
30
回
全
国
消
防
操
法
大

会
出
場
団
員
）小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

宇
治
吹
屋
分
団（
優
勝
）

大お
お
ば場

裕ゆ
う
す
け典

、
牧ま
き
の野

直な
お
と人

、
藤ふ
じ
も
と本

幹み
き
と人

中な
か
そ曽

雄ゆ
う
た太

、
藤ふ
じ
い井

祥よ
し
ひ
ろ弘

精
勤
章

宮み
や
も
と本

奈な

み

え
美
江（
団
本
部
）、
木き
む
ら村

幸こ
う
じ二（

高
梁
）

加か
と
う藤
充み
つ
ひ
ろ洋（

津
川
）、
宇う

き

た
喜
多
昭あ
き
ひ
ろ裕（

巨
瀬
）

楢󠄀な
ら
む
ら村

達た
つ
や也（

玉
川
）、
村む
ら
た田

政ま
さ
と人（

宇
治
吹
屋
）

山や
ま
む
ろ室

顕あ
き
の
り規（

松
原
）、
東ひ
が
し　

寛か
ん
じ治（

落
合
）

藤ふ
じ
む
ら村
拓た
く
み巳（

落
合
）、
森も
り
か
わ川
一か
ず
や矢（

有
漢
）

柳や
な
い井
宋そ
う
す
け介（

成
羽
自
）、
高た
か
き木　
優す
ぐ
る（

成
羽
自
）

藤ふ
じ
か
わ川

憲け
ん
じ司（

成
羽
）、
大だ
い
ふ
く福

健け
ん
す
け介（

成
羽
）

二ふ
た
せ瀬
洋よ
う
へ
い平（

川
上
）、
三み
と
ま笘
和か
ず
ま真（

川
上
）

松ま
つ
い井
隆り
ゅ
う
た太（

備
中
）、
岡お
か
ざ
き崎
弘こ
う
き暉（

備
中
）

平ひ
ら
い井

康こ
う
き暉（

備
中
）、
津つ
や
ま山

純じ
ゅ
ん
ぺ
い

平（
備
中
）

５
年
間
無
火
災
表
彰

津
川
分
団

表
彰
状（
第
70
回
岡
山
県
消
防
操
法
大

会
出
場
団
員
）小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

宇
治
吹
屋
分
団（
優
勝
）

大お
お
ば場
裕ゆ
う
す
け典
、
牧ま
き
の野
直な
お
と人
、
藤ふ
じ
も
と本
幹み
き
と人

中な
か
そ曽
雄ゆ
う
た太
、
藤ふ
じ
い井
祥よ
し
ひ
ろ弘

巨
瀬
分
団（
第
４
位
）

佐さ

さ

き
々
木
健け
ん
た太

、
三み
む
ら村

和か
ず
や也

、
成な
り
ま
つ松

拓た
く
や也

加か
と
う藤

皓こ
う
た大

、
宇う

き

た
喜
多
昭あ
き
ひ
ろ裕

永
年
勤
続
消
防
団
員
の
配
偶

者
ま
た
は
家
族
表
彰

上う
え
だ田

博ひ
ろ
え江（

津
川
）、
大お
お
も
り森　

剛ご
う（

巨
瀬
）

平ひ
ら
ま
つ松
久ひ
さ
こ子（

落
合
）、
野の

だ田
喜き

み

こ
美
子（
有
漢
）

池い
け
だ田

範の
り
こ子（

川
上
）、
政ま
さ
も
り森

み
き（
松
原
）

藤ふ
じ
む
ら村
貴た
か
こ子（

高
倉
）、
山や
ま
が
た縣
加か

よ

こ
代
子（
有
漢
）

武た
け
だ田

由ゆ

み美（
川
上
）、
大だ
い
ふ
く福

麻あ
さ
み美（

川
上
）

西に
し

麻ま

き

こ
規
子（
津
川
）、
岡お
か
も
と本

清き
よ
こ子（

落
合
）

難な
ん
ば波
佳か
き
ち吉（

巨
瀬
）、
吉よ
し
お
か岡
由ゆ

み美（
成
羽
自
）

川か
わ
か
み上
由ゆ

き紀（
川
上
）、
三み
む
ら村
八や

え

こ
重
子（
高
倉
）

赤あ
か
さ
こ迫

睦む
つ
お夫（

備
中
）、
井い
の
う
え上

葉よ
う
こ子（

高
梁
）

森も
り
か
み上
美み

か香（
成
羽
）、
藤ふ
じ
も
り森
英ひ
で
み美（

巨
瀬
）

内な
い
と
う藤
順じ
ゅ
ん
こ子（

中
井
）、
難な
ん
ば波　
恵め
ぐ
み（

津
川
）

地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る

消
防
団
員
を
募
集

活
動
内
容

活
動
内
容

○
住
民
へ
の
防
火
指
導
、
巡
回
広
報
の

火
災
予
防
広
報
活
動　
○
消
火
活
動
の

ほ
か
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
時

の
救
助
救
出
活
動
、
避
難
誘
導
、
捜
索

活
動
な
ど　
○
各
種
警
備
活
動

入
団
資
格（
男
女
問
わ
ず
）

入
団
資
格（
男
女
問
わ
ず
）

次
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
人

①
市
内
に
居
住
す
る
か
勤
務
若
し
く
は

通
学
し
て
い
る
人　
②
満
18
歳
以
上
の

人　
③
地
域
防
災
へ
の
熱
意
が
あ
り
健

康
な
人

主
な
処
遇
な
ど

主
な
処
遇
な
ど

○
条
例
に
基
づ
く
報
酬
、
報
償
費
を
支

給　

○
公
務
災
害
補
償
、
退
職
報
償

金
、
被
服
の
貸
与
、
表
彰
制
度
な
ど

問
消
防
本
部
消
防
総
務
課

☎
21-

０
１
２
２

消防功労者表彰

9 令和７年（2025）２月 高梁市の市外局番は「0866」です



第
32
回
全
国
ク
ラ
ブ
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会(
１
月
・
埼
玉
県)初

戦
敗
退

２
０
２
４
年
度 

第
５
回
全
国
Ｕ
15
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

(

１
月
・
東
京
都)

初
戦
敗
退

第
59
回
全
国
高
等
専
門
学
校
体
育
大
会

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
兼
第
55

回
全
国
高
等
専
門
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会(

１
月
・
兵
庫
県)３

位

高
梁
市
長
表
彰

　
１
月
20
日
、
令
和
６
年
９
月
に
開
催
さ

れ
た
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ

２
０
２
４
）の
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
に
て
、

大
会
新
記
録
で
優
勝
し
た
中な
か
や
ま山

惇じ
ゅ
ん
の
す
け

之
丞
さ

ん（
岡
山
商
科
大
学
１
年
）の
高
梁
市
長
表

彰
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
中
山
さ
ん
は
今
月
タ
イ
・
バ
ン
コ

ク
に
て
行
わ
れ
る
２
０
２
５
ア
ジ
ア
ン
カ
ッ

プ
大
会
へ
の
出
場
も
決
ま
っ
て
お
り
、
激
励

も
兼
ね
た
壮
行
会
を
行
い
ま
し
た
。

全
国
大
会
出
場

高
梁
市
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

缶
バ
ッ
ジ
デ
ザ
イ
ン
表
彰

１
月
17
日
、
高
梁
城
南
高
校
と
市
が

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
缶
バ
ッ
ジ

デ
ザ
イ
ン
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
悩
み
を
抱
え

る
人
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に
寄
り
添
い

い
相
談
を
促
す
人
で
す
。
自
殺
を
予
防

し
、
悩
ん
で
い
る
人
に
そ
っ
と
手
を
差

し
伸
べ
ら
れ
る
よ
う
な
優
し
さ
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
３
作
品
が
優
秀

作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
缶
バ
ッ

ジ
は
令
和
７
年
度
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

養
成
講
座
の
受
講
者
に
贈
ら
れ
ま
す
。

山
やまぐち

口　莉
り お ん

音さん ( 最優秀賞 )

藤
ふじもり

森　　瞳
ひとみ

さん ( 優秀賞 )　　　　　芦
あ し だ

田みなもさん ( 優秀賞 )
３人とも高梁城南高校デザイン科

（岡山ラグビーフットボールクラブ）
木
き む ら

村　勇
ゆ う た

太さん 宮
みやもと

本　毅
よしろう

郎さん小
こばやし

林　優
ゆ う き

輝さん
（津山工業高等専門学校）

太
お お た

田　優
ゆ う き

希さん
（就実中学校 2年）中

なかやま
山惇

じゅんのすけ
之丞さん（左）

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

功績・栄光をたたえます

10令和７年（2025）２月



市の公聴制度をご紹介します～あなたの声がまちをつくる！～
問秘書企画課☎ 21-0210

「公聴」という言葉をご存じですか。初めて耳にするという人もいるのではないでしょうか。公聴とは
「国・県・市町村など行政事務を行う機関が、広く住民の意見や要望を聞くこと」です。市では、皆さん
から意見や要望を市政に反映させるため、さまざまな公聴事業を実施し、市民の皆さんが参加できる市
政運営を展開しています。
今回は、市が実施している主な「公聴活動」についてお知らせします。

▶市政へのアイデア便
市民が市政運営などに関して直

接意見を届ける手段として、市
ウェブサイト内の入力フォームに
て受け付けています。また、投書
箱を本庁舎や各地域局、
各地域市民センターへ
設置しています。

▶市長と語ろう会
市長が市民の皆さんのところへ出向き、
直接話し合うことによって、市民の皆さ
んと行政の相互理解を一層深め、市民参
加のまちづくりを積極的に進めることを
目的に実施しています。

▶陳情・要望
個人、団体、関係者などから、書面にて寄せられる
ご意見やご要望を「陳情書」、「要望書」として受け付
けしています。

▶まちづくり懇談会
より良い行政サービスを行うため、直接、市長が各
地域のまちづくり協議会に出向いて意見を伺う「まち
づくり懇談会」を行っています。

▶パブリックコメント
政策などの策定途中で、事
前にその計画の素案を公表し、
それに対して意見、課題、問
題点、情報などをもらい、提
出された意見を考慮して政策
などを決定しています。

▶市政アドバイザー
市政における重要課題について助言・提言を受け、
本市の振興の発展を図るため、専門知識
や技術、経験などを有する者で構成する、
市政アドバイザー会議を開催しています。

▶今後の公聴について
これまでの公聴活動は、情報を提供する「お知らせ型広報」が中心でしたが、市民の皆さんからの関心を高め、
まちづくりへの参画意識向上につながるためには、情報をキャッチボールする「対話型広報」へ転換する必要が
あります。
このため、市では今後職員一人ひとりの意識改革を進めていくとともに、広報活動と公聴活動は一つのサイク
ルと捉え双方向のコミュニケーションがとれるツールとして、活用の幅を広げ行政運営の一助となるようにして
いきます。
皆さんからの建設的な意見をお待ちしています。

市の公聴制度をご紹介します

11 令和７年（2025）２月 高梁市の市外局番は「0866」です



 

く
ら
し

転
出
届
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

人
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
転
出
届
が

で
き
ま
す
。
市
区
町
村
の
窓
口
に
行
く

必
要
が
な
く
、
い
つ
で
も
手
続
き
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
デ
ジ
タ

ル
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
別
途
、
転
入
先
の
市
区
町
村
の
窓
口

で
転
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
市
民
課 

☎
21-

０
２
５
３

年
金
相
談
の
予
約
が
で
き
ま
す

年
金
事
務
所
の
窓
口
に
行
か
れ
る
前
に

予
約
す
る
こ
と
で
、
お
客
様
の
ご
都
合
に

合
わ
せ
て
ス
ム
ー
ズ
に
相
談
で
き
ま
す
。

希
望
日
の
１
カ
月
前
か
ら
前
日
ま
で
に
基

礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
用
意
し
て
、

専
用
番
号（
０
５
７
０-

ご05-

４よ

８や

９く

０を

）へ

連
絡
く
だ
さ
い
。（
平
日
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
受
け
付
け
）

問
日
本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所

☎
21-

０
５
７
０（
案
内
に
沿
っ
て
①

→
②
の
順
に
押
し
て
く
だ
さ
い
）

物価高騰対応重点支援給付金を給付します
（住民税非課税世帯および子育て世帯加算給付金）

電力・ガス・食料品などの価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい低所得世帯（令
和６年度において住民税非課税世帯）に対する支援として、１世帯当たり３万円の給付金を給付します。
また、そのうちの 18歳以下の子どもがいる子育て世帯には、子育て加算給付金（子ども１人当たり
２万円）を給付します。

対象世帯および給付額
○住民税非課税世帯
　基準日（令和６年 12月 13 日）において、高梁
市に住民登録があり、世帯全員が令和６年度住民
税非課税世帯に１世帯当たり３万円を支給
○子育て世帯への加算給付金
　「令和６年度物価高騰対応重点支援給付金（１世
帯当たり３万円）」対象世帯のうち、18歳以下の
子ども ( 平成 18年４月２日生まれ以降の子 ) の
いる世帯に対して、子ども１人当たり２万円を支
給
※令和６年度住民税が課税されている者の扶養親
族等のみの世帯は対象外です。

臨時特別給付金を装った詐欺にご注意ください。市職員などが手数料の振り込みやＡＴＭの操作をお願
いすることは絶対にありません。不審な電話や郵便が届いた場合は、市役所や警察にご連絡ください。

給付金の手続き
　対象世帯には、準備が整い次第お知らせとともに
確認書を送付します。
　給付金を受け取るには、申請が必要です。なお、
世帯の中に、令和6年1月2日以降に転入者がいる場
合は、課税情報の確認できる市町村で非課税証明
書を取得し、申請書に添付していただく必要があり
ます。詳しくは、市ウェブサイトをご覧ください。

その他
　配偶者からの暴力などを理由に住民票の異動が
できない人は、申請が必要となります。詳しくは
お問い合わせください。

問臨時給付金対策室☎ 21-3666

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

12令和７年（2025）２月



備中高梁運送事業協同組合と災害
時の物資などの緊急輸送に関する
協定を締結

1 月 20 日、高梁市と市内 6 社の運送
会社で構成する備中高梁運送事業協同
組合は、災害時における物資などの緊
急輸送に関する協定を締結しました。

この協定締結により、災害時に支援
物資などの避難所への配送や物資の輸
送に必要となるフォークリフトなどの
資機材の提供を、優先的に行っていた
だける体制が整いました。
問防災復興推進課
☎ 21-0246 マイナンバーカード

受け取り時間外窓口
次回の開設日時・場所

３月29日（土）午前９時～正午　市役所1階　市民課
　日時が変更になる場合がありますので、最
新の情報については市ウェブサイトをご覧い
ただくか、お問い合わせください。

問市民課　☎ 21-0253

「
ス
マ
ホ
申
告
デ
ス
ク
」を
開

設
し
ま
す

受
付
日
時
・
場
所

２
月
28
日（
金
）イ
ズ
ミ
ゆ
め
タ
ウ
ン

３
月
17
日（
月
）ポ
ル
カ
天
満
屋

両
日
と
も
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時

30
分

対
象　
給
与
・
年
金
所
得

の
還
付
申
告
を
す
る
人

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
申
告
資
料
を
会

場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
の
送
信
に
は
パ
ス
ワ
ー
ド
が

２
種
類（
利
用
者
証
明
書
用
電
子
証

明
・
署
名
用
電
子
証
明
）必
要
で
す
。

問
税
務
課 

☎
21-

０
２
１
４

児
童
手
当
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら
児
童
手
当

が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
高
校
生
年
代
の

子
の
み
を
養
育
さ
れ
て
い
る
人
、
大
学

生
年
代
の
子
を
含
め
て
３
人
以
上
の
子

ど
も
を
養
育
さ
れ
て
い
る
人
で
、
お
手

続
き
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
こ
ど
も
未

来
課
・
各
地
域
局
窓
口
へ
３
月
31
日
ま

で
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く

は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
課 

☎
21-

０
２
８
８

無
料
調
停
相
談
会

土
地
、
建
物
、
交
通
事
故
や
金
銭
貸

借
な
ど
の
問
題
を
、
裁
判
所
の
調
停
委

員
に
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。
予
約
は

不
要
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　
３
月
７
日(

金)

午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

場
所　
イ
ズ
ミ
ゆ
め
タ
ウ
ン
２
階
文
化

教
室

問
高
梁
調
停
協
会 

☎
21-

２
０
５
１

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
新
規
登
録
説
明
会

聴
覚
・
音
声
言
語
な
ど
の
障
害
が
あ

る
人
、
ま
た
は
音
声
に
よ
る
緊
急
通
報

に
不
安
が
あ
る
人
の
た
め
に
、
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
行

い
ま
す
。（
要
約
筆
記
・
手
話
通
訳
あ
り
）

日
時

第
１
回
目　
３
月
２
日（
日
）

①
午
前
10
時
開
始　
②
午
前
11
時
開
始

第
２
回
目　
３
月
３
日（
月
）

①
午
前
10
時
開
始　
②
午
前
11
時
開
始

場
所　
高
梁
市
役
所
３
階
会
議
室

持
ち
物
な
ど
詳
し
く

は
、
二
次
元
コ
ー
ド
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
福
祉
課　
フ
ァ
ク
ス
23-

１
４
３
３

☎
21-

０
２
８
４

景
年
記
念
館
休
館
の
お
知
ら
せ

3
月
31
日（
月
）を
も
っ
て
景
年
記
念

館
を
休
館
し
ま
す
。

問
社
会
教
育
課

☎
21-

１
５
１
６

景年記念館景年記念館
ウェブサイトウェブサイト

 お知らせ

13 令和７年（2025）２月 高梁市の市外局番は「0866」です



 

催 

し

高
梁
歴
史
い
ろ
は
塾

第
５
回
講
座

講
座
名　
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
の

農
村
社
会
に
つ
い
て–
宇
治
町
地
区
を

中
心
に–

日
時　
３
月
８
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午

場
所　
高
梁
市
役
所
３
階
会
議
室

講
師　
岡
山
大
学
学
術
研
究
院　
社
会
文

化
科
学
学
域 

准
教
授 

東ひ
が
し
の野 

将ま
さ
の
ぶ伸

さ
ん

参
加
費　
３
０
０
円

申
し
込
み　
２
月
28
日（
金
）ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
観
光
課 

☎
21-

０
２
５
７

た
か
は
し
の
は
た
ら
く

マ
ー
ケ
ッ
ト
２
０
２
５
春

市
内
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど

の
手
作
り
製
品
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

日
時　
３
月
13
日（
木
）午
前
11
時
～
午

後
２
時

場
所　
正
宗
公
園（
高
梁
市
役
所
隣
）

内
容　
季
節
の
野
菜
、
キ
ャ
ン
ド
ル
、

ク
ラ
フ
ト
製
品
、
お
菓
子
、
弁
当
、
し

い
た
け
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
販
売
予
定

主
催　
高
梁
市
自
立
支
援
協
議
会
、
高

梁
市

問
福
祉
課 

☎
21-

０
２
８
４

吹
屋
と
と
市

吹
屋
地
区
で
瀬
戸
内
と
日
本
海
の
海

産
物
が
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
「
と
と

市
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
３
月
16
日（
日
）午
前
11
時
～
午

後
３
時

場
所　
吹
屋
町
並
み
エ
リ
ア

主
催　
ふ
き
や
町
並
み
店
主
会

問
観
光
課 

☎
21-

０
２
１
７

高
梁
比ひ

あ
ん
か
い

庵
会
交
流
会

岡
山
県
歌か
じ
ん
か
い

人
会
会
長
を
務
め
る
野の
が
み上

洋ひ
ろ
こ子

さ
ん
に
ご
講
演
い
た
だ
き
、
そ
の

後
、
質
疑
な
ど
を
通
じ
て
参
加
者
で
交

流
を
深
め
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
可

能
で
、
申
し
込
み
、
参
加
費
不
要
で

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
15
日(

土)

午
後
１
時
30

分
～
３
時

場
所　
文
化
交
流
館
３
階
講
座
室

演
題　
「
短
歌
の
力
」

講
師　
岡
山
県
歌
人
会
会
長　
野
上
洋

子
さ
ん

問
社
会
教
育
課
☎
21-

１
５
１
６

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

高
梁
高
校
吹
奏
楽
部
、
コ
ー
ラ
ス

部
、
ダ
ン
ス
部
が
練
習
の
成
果
を
発
表

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
23
日（
日
）　
午
後
１
時
30

分
～(

午
後
１
時
開
場)

場
所　
高
梁
総
合
文
化
会
館

入
場
料　
一
般
５
０
０
円
、
中
学
生
以

下
無
料

問
高
梁
高
校 
☎
22-

３
０
４
７

地域公共交通計画（案）に対するパブリックコメントの実施について！地域公共交通計画（案）に対するパブリックコメントの実施について！
市では、市民の暮らしを支える利用しやすい交通ネットワークを実現し、持続可能な地域公共交通

を構築するため、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づき、「高梁市地域公共交通計画」
の策定を進めています。

市民の皆さんからこの計画（案）に対するご意見を募集します。
募集期間　２月 14 日（金）〜３月３日（月）
　詳しくは、市ウェブサイトをご覧ください。
問市民課 ☎ 21- ０２５４

14令和７年（2025）２月



グッド・トイひろば 　　子どもからパパ、ママ、おじいちゃん、おばあちゃん、ご家族み子どもからパパ、ママ、おじいちゃん、おばあちゃん、ご家族み
んなでグッド・トイに認定されたおもちゃで楽しく遊びましょう。んなでグッド・トイに認定されたおもちゃで楽しく遊びましょう。
日　　時　３月２日（日）
　　　　　①午前１０時～１１時３０分
　　　　　②午後１時３０分～３時
場　　所　高梁市図書館４階多目的室
参 加 費　無料
申し込み　事前申込制　※各回定員３０名
申込方法　二次元コードを読み取り、申し込みフォーム、または社

会教育課へお電話で申し込みください。
申込期限　2月28日（金）午後５時まで

問社会教育課　☎ 21-1514

2024-25 大同生命 SV.LEAGUE WOMEN 高梁大会2024-25 大同生命 SV.LEAGUE WOMEN 高梁大会

問スポーツ振興課☎ 21-0425

チケットについて
　二次元コードを読み込んでご購入ください。（2 月 18 日（火）午前 10 時から一般販売開始）　二次元コードを読み込んでご購入ください。（2 月 18 日（火）午前 10 時から一般販売開始）
　また、下記の日程でチケットの手売り販売をしますのでぜひお越しください。　また、下記の日程でチケットの手売り販売をしますのでぜひお越しください。
　日時　３月４日（火）午後１時～４時（予定）　　　３月４日（火）午後１時～４時（予定）　　場所場所　高梁市役所１階市民ホール　高梁市役所１階市民ホール

日時　３月 22 日（土）・23 日（日）　３月 22 日（土）・23 日（日）
　　　午後１時５分～試合開始　　　午後１時５分～試合開始
場所場所　高梁市民体育館　高梁市民体育館
　　　※正午頃から　　　※正午頃から
　　　　アトラクションあり　　　　アトラクションあり

注目ポイント
　会場の外では、鮎や備中牛など様々なおもてなしをする予定となっています。　会場の外では、鮎や備中牛など様々なおもてなしをする予定となっています。
　試合前には備中神楽太鼓やダンスチームのミンティアによるパフォーマンスがあります。　試合前には備中神楽太鼓やダンスチームのミンティアによるパフォーマンスがあります。

岡山シーガルズ岡山シーガルズ
公式ウェブサイト公式ウェブサイト

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

日本バレーボールのトップリーグ、SV リーグが高梁市で開催されます。日本バレーボールのトップリーグ、SV リーグが高梁市で開催されます。
岡山県をホームとし、高梁でスプリングキャンプやコーチ派遣などを毎年行い高梁と縁が深い岡岡山県をホームとし、高梁でスプリングキャンプやコーチ派遣などを毎年行い高梁と縁が深い岡

山シーガルズと茨城県ひたちな山シーガルズと茨城県ひたちな
か市を本拠地とする Astemoか市を本拠地とする Astemo
リヴァーレ茨城との一戦です。リヴァーレ茨城との一戦です。

 お知らせ
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高梁川が紡いだ歴史・文化・食・ものづくり展示即売会

「高梁川流域　かわのわマーケット」
高梁川の豊かな恵みを共有する高梁川流域圏域１０市町（新見市・高梁市・総社市・早島町・倉敷市・
矢掛町・井原市・浅口市・里庄町・笠岡市）の、個性と魅力あふれる自慢の逸品が大集合。各ブースでの
展示販売・ワークショップの他、「あち祭

まつりばやし
囃子」・「備中神楽面」の演舞や倉敷美観地区を巡る「シティウォー

ク in 倉敷」など、高梁川が紡いだ歴史・文化・食・ものづくりが楽しめる、盛りだくさんのイベントで
す。

日時　３月１日（土）　午前 10 時～午後４時（雨天開催）
場所　倉敷アイビースクエア
問倉敷市くらしき地域資源推進室　☎ 086-426-3406
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よしおはしれ！
市長コラム　文 /石田 芳生

倉敷市ウェブサイト倉敷市ウェブサイト

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

  お知らせ
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健康づくり応援通信
問健康づくり課 ☎ 21-0228

市公式 YouTube
体操などのコンテンツを視聴できます

「慢性腎臓病（C
シーケーディ―

KD）」は、腎障害や腎機能の低下が持続する疾患で、日本国内の患者数は約 2,000 万人
です。これは、20 歳以上の約５人に１人が CKD 患者という計算となります。本市の国保医療費からみて
も慢性腎臓病が１位となっています。初期は自覚症状がないため気付かないうちに進行していることが多
いのも特徴で、高血圧・糖尿病などの生活習慣病が原因となっていることもあります。

早期であれば治療で回復できますが進行するにつれ、夜間尿やむくみ、貧血、倦怠感、息切れなどが
起こり、一定以上悪くなってくると自然に治ることはなく、進行すれば透析療法や腎臓移植が必要と
なってしまいます。また、心臓病（心筋梗塞・心不全）、脳卒中（脳梗塞・脳出血）、フレイル（虚弱）にな
る可能性が高まります。

世界腎臓デー　　毎年３月第２木曜日は、『世界腎臓デー』です

医薬品副作用被害救済制度について医薬品副作用被害救済制度について
薬局　熊

くまもと
本行

ゆきとし
利（主任薬剤師）

医薬品副作用被害救済制度をご存じですか。こ
れは、医薬品を適正に使用したにもかかわらず予
期せぬ副作用が発生し、健康被害を受けた人に対
して、救済を行うための公的な制度です。この制
度は、医薬品医療機器等法（薬機法）に基づき、独
立行政法人医薬品医療機器総合機構（P

ピーエムディーエー
MDA）が運

営しています。
医薬品は病気の治療や予防に重要な役割を果た

しますが、その一方で、正しく使用し
ても副作用が生じる場合があります。
この制度は医薬品による健康被害を受
けた患者やその遺族に、医療費や障害
年金、死亡一時金などの救済給付を提
供します。ただし、医薬品の使用目的

や使用方法が適正ではなかった被害については対
象外となる場合があります。また、化粧品や健康
食品による被害も制度の範囲外とされています。 

救済を受けるためには、健康被害を受けたご本
人、またはそのご遺族が直接、PMDAに対して請求
をしていただくことになります。暮らしに欠かせな
いお薬だから、いざというときのために、ぜひ知っ
ておいてほしい制度です。 救済制度についての詳細
はPMDA（☎0120-149-931）や、かかりつけの薬
局・薬剤師にご相談ください。

あなたの腎臓を守るために、今日からできることあなたの腎臓を守るために、今日からできること
❶健診を受ける❶健診を受ける
健康診断で腎臓の検査を受け
ましょう。
腎臓の異常は、
 尿検査（尿たんぱく）と、
 血液検査 （＊eGFR：推定糸
球体濾過量）で分かります。

❷血圧を測り、減塩する❷血圧を測り、減塩する
高血圧はCKDの原因であり憎悪因子です。
減塩を心がけましょう。

❺脱水に注意する❺脱水に注意する
尿の色が濃くならないように
しっかり水分をとりましょう。

❻市販薬・サプリメントに注意する❻市販薬・サプリメントに注意する
薬の中には腎臓病を起こすもの、悪化
させるものがあります。小さなことで
も薬剤師へ相談を。

❸運動をする❸運動をする
適度な運動はCKDの進行を
抑制します。

❹禁煙する❹禁煙する
たばこは万病のもと！CKDも悪化させます。

＊推定糸球体濾過量：（60ml/min/1.73 ㎡）以上が正常な腎臓の働きの目安となります。　岡山県CKD・CVD専門対策会議（監修）

イージーエフアール

 

成羽病院通信成羽病院通信 問問成羽病院 成羽病院 ☎ 42-3111☎ 42-3111
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種別 対象（生まれた年・月） 日 時間 場所 問い合わせ

乳児健康診査 令和６年６月・11月 13日（木）午後０時30分
～

１時30分
（受付）

高梁保健センター 健康づくり課
☎21-0228１歳６か月児健康診査 令和５年７月～８月 12日（水）

２歳６か月児健康診査 令和４年７月～８月 ５日（水）

子どもの健診（３月）

種別 日 時間 場所 問い合わせ
ゆう・ゆうタイム

（春よ来い） 12日（水）午前10時～11時30分

子育て支援センター
（ゆう・ゆうひろば）

子育て支援センター
☎ 22-2450
こども未来課
☎ 21-2666

２歳のひろば ５日（水）・19日（水）午前10時～11時30分

赤ちゃんタイム ７日（金）・11日（火）・
21（金）・25日（火）午前10時～正午

なりわで“ゆう・ゆう” ６日（木）・13日（木）・
27日（木）

①午前10時～11時30分
②午後１時30分～３時

成羽こども園
子育て支援室

にこにこ相談 13日（木）・27日（木）午前10時～午後４時
子育て支援センター

育児相談 26日（水）午前10時～正午

病態栄養相談 13日（木）午前10時～11時

備北保健所 備北保健所
☎ 21-2836

思春期・ひきこもり相談 14日（金）午後２時～４時

こころの健康相談 21日（金）午後２時30分～４時30分

エイズ・性感染症検査／Ｂ・Ｃ
型肝炎検査／骨

こつずい

髄ドナー検査
25日（火）午後１時～２時

①プレママ教室①プレママ教室
②母乳・育児相談②母乳・育児相談

19日（水）19日（水）
①①午前９時30分～10時30分午前９時30分～10時30分
②②午前10時30分～11時30分午前10時30分～11時30分

高梁保健センター高梁保健センター 健康づくり課
☎21-0228

子育て支援・健康相談（３月）　※全て予約が必要です

種別 日 時間 場所 問い合わせ

行政相談

４日（火）

午前９時～正午

高梁市役所３階会議室
岡山行政監視行政相談センター
☎ 086-224-110013日（木）

中コミュニティセンター

有漢保健センター

なやみごと相談

４日（火）

午前９時～正午

高梁市役所３階会議室
岡山地方法務局高梁支局
☎ 22-231813日（木）

成羽たいこまるプラザ

有漢保健センター

法律相談（要予約）
４日・11日・18日・25日

（全て火曜日）
午後１時～４時10分

高梁総合福祉センター
岡山弁護士会（☎ 086-234-5888）
へ事前に予約をして市民課へ無料
券を申請してください（市民のみ・
年２回まで）　市民課☎ 21-0254

司法書士相談
14日（金）午前10時～正午

備中地域局２階小会議室

岡山県司法書士会倉敷支部高梁地区
☎ 22-7906

有漢保健センター

19日（水）午後２時～４時 イズミゆめタウン２階
文化教室

相談（３月）

18令和７年（2025）２月



職　種 所在地 賃 金 月 額
肥料製造 備中町 154,500円～193,125円
ルート営業 高倉町 246,300円～338,700円
大型ドライバー 落合町 450,000円～550,000円
自動車整備士 落合町 201,000円～386,000円
報道制作 落合町 212,000円～232,000円
社会福祉士 柿木町 194,000円～221,000円
一般事務 段町 240,000円
研究室作業補助

（パート） 川面町 時給982円～1,100円
クリーンスタッ
フ（パート） 落合町 時給982円
接客・調理作業

（パート） 段町 時給1,070円～1,202円

求人情報求人情報 （1 月 10 日現在）

二次元コードでらくらく求人検索
　ご自身のスマートフォンで求人を簡単に検索で
きる『らくらく求人検索カード』を配布しています。
例えば「事務」「軽作業・清掃」の二次元コード
を読み込むとハローワークインターネットサービ
スで、それぞれの最新求人情報が表示されます。

※便利なハローワークインターネッ
トサービスをご利用ください。

問ハローワーク高梁☎ 22-2291

休日当番医（３月）
２日（日）成羽病院（成羽町下原） ☎42-3111

９日（日）まつうらクリニック（成羽町下原） ☎42-2315

16日（日）仲田医院（落合町阿部） ☎22-0511

20日（木）大杉病院（柿木町） ☎22-5155

23日（日）川上診療所（川上町地頭）☎48-4188

30日（日）高梁整形外科医院（本町）☎22-1531

※診療時間は午前９時～午後５時です。
　受診前に必ず電話で症状をお知らせください。
　また、受診の際はマスクを着用してください。
※休日当番医は、随時変更となる場

合がありますので、最新の情報は市
ウェブサイトからご確認ください。

　

２月の納期限　２月 28 日（金）
○固定資産税・都市計画税（第４期）
○国民健康保険税（以下全て普通徴収 / 第８期）
○介護保険料　　○後期高齢者医療保険料

※口座振替登録を希望する人は、市内の金融機関で手
続きをお願いします。４月納期限の口座振替の手続
きは、３月 21 日（金）までにお申し込みください。

問税務課☎ 21-0215

　

キ
吉 備 国 際 大 学

ャンパスだより
オープンキャンパスを開催します！
　吉備国際大学では、高校生の皆さんが進路選択の参
考となるようオープンキャンパスを開催しています。
次回は3月16日（日）の開催です。参加は、吉備国際
大学ウェブサイト（下記二次元コード）から、お申し
込みください。

　昨年度から、高梁キャンパスに設置の学部・学科へ
の入学生を対象に、「高梁市・順正学園特別奨学金制度」
が始まりました。これは、年間20万円の学費を4年間
減免する制度で、返済は不要、書類の提出や手続きの
必要もありません（ただし入試特待生との併用はでき
ません）。
　安心・安全な地元大学への進学も視野に、オープン
キャンパスに参加して、キャンパスライフを体験して
みませんか？

問吉備国際大学入試広報室
☎ 0120-25-9944

税金の納期限（口座振替日）

吉備国際大学ウェブサイト吉備国際大学ウェブサイト

 お知らせ
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歴史美術館特別展　高梁市発足 20周年記念

備中神楽と西林国橋
「備中神楽」は、岡山県西部の備中地方一円に伝承されている神楽です。昭和 54 年（1979）

には、国の重要無形民俗文化財に指定され、本県を代表する民俗芸能のひとつとして広く親
しまれています。

この神楽は、元来、荒
こうじん

神の鎮魂を目的に奉納されることから「荒神神楽」、また神
こうどの

殿を設け
荒神を勧請して行うことから「神殿神楽」とも呼称され、主に神官が演じる神事性の強いも
のでした。

江戸時代後期には、川上郡福
し ろ ち

地村（現在の高梁市落合町福地）に生まれた神官 西
にしばやし

林 国
こっきょう

橋
（1764〜1828）が、従来の荒神神楽に加えて古事記や日本書紀といった神話を取り入れ、「岩
戸開き」、「国譲り」、「大蛇退治」という演劇性に富んだ「神

じんだい
代神楽」を創作し、人気を博し

地域に定着しました。
この展覧会では、神楽に関する古文献、神楽面、衣装などの各種資料により、「備中神楽」

の歴史をわかりやすく紐解きます。また、平成 30 年豪雨により倉敷市真備町で被災し、そ
の後修復された西林国橋に関する古文献も初公開します。

■期間　～５月 12 日（月）
■開館時間
　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
■入館料
　一般…500 円
　65 歳以上・高校・大学生…300 円
　中学生以下…無料
■問い合わせ
　高梁市歴史美術館　☎ 21--0180　火曜日休館

高梁市歴史美術館

各施設の展示一覧各施設の展示一覧　　※開館日や開館時間が変わる可能性があります。

施設 内容 開館時間 入館料
高梁市成羽美術館
☎ 42--4455　月曜日休館
※2月24日（月・振）は開館し、翌火曜日休館

所蔵品展「所蔵品展「児児
こ じ まこ じ ま

島島虎虎
と ら じ ろ うと ら じ ろ う

次郎次郎と古代と古代
エジプトコレクション」エジプトコレクション」

（～３月 16 日（日））（～３月 16 日（日））

午前９時 30 分～午後５時
（入館は午後４時 30 分まで）

一般・シニア…500 円
高校・大学生…300 円

小中学生…200 円

吉備川上ふれあい漫画美術館
☎ 48--3664　月曜日休館
※祝日の場合は翌日休館

「漫画家からの年賀状 巳年編」「漫画家からの年賀状 巳年編」
（～３月 30 日（日））
「シャルおこ隊推しスポーツマンガ特集」「シャルおこ隊推しスポーツマンガ特集」
（３月１日（土）～３月30日（日））

午前９時～午後５時
（入館は午後４時30分まで）

一般…500円
高校・大学生…400円

小中学生…300円

常設のみの施設：山田方谷記念館☎ 22-1479 ／景年記念館☎ 21-1516（社会教育課）
入館無料の対象： 未就学児／市内在住の小中学生（学校休業日に利用する場合）／障害者手帳を持つ人と介助者１人

／市内在住の 65 歳以上

文化のひろば

20令和７年（2025）２月



ヨモカ
（移動図書館車）

３月運行日
　高梁市図書館と遠隔地を
繋ぐサービスとして、移動
図書館が市内を巡回してい
ます。
　本の貸出・返却だけでな
く予約・調べもののお手伝
いなども行います。
　 運 行 日 に つ
い て は、 右 記
二 次 元 コ ー ド
よ り ご 確 認 く
ださい。

今月のおすすめ図書（高梁市図書館）今月のおすすめ図書（高梁市図書館）

高梁市図書館のイベント　　問問高梁市図書館☎22-2912　午前９時～午後９時 開館（年中無休）高梁市図書館☎22-2912　午前９時～午後９時 開館（年中無休）

イベントの申し込みは高梁市図書館ウェブサイトで電子申請をしてください。受け付け開始日は前月20日です。

対話型アート鑑賞会

2階待合
スペース

要申込（定員：各回10人）参加費無料

2月22日（土） ①午前10時30分～11時30分
②午後2時～3時

講師：黒
く ろ だ

田裕
ゆ う こ

子さん
（J

ジェーイーエーアールエー
EARA（日本アート教育振興会）認定アートマイ

ンドコーチングコーチ）
対象：①子ども（親子）向け　②中学生以上

備中の小京都高梁と方言：その魅力を味わう
2階待合
スペース

要申込（定員：30人）参加費無料

2月24日（月・振替休日） 午後2時～3時 講師：国立国語研究所　研究系教授　朝
あ さ ひ

日祥
よしゆき

之さん
対象：12歳以上

ベビーBOOKタイム 4階読み聞かせ
スペース

自由参加　参加費無料
2月25日（火） 午前11時～11時30分 読み手：図書館スタッフ
リトミックで遊ぼう♪

4階多目的室

要申込（定員：保護者含め20人）参加費無料

2月26日（水） 午前10時30分～11時30分
講師：黒

くろさき
﨑友

ゆ き
紀さん、高

たかはし
橋絢

あ や こ
子さん

対象：未就学児と保護者
持ち物：クレヨン（お持ちの人）、飲み物

ふきのとう　おはなし会 4階読み聞かせ
スペース

自由参加（定員：15人）参加費無料
3月1日（土） 午後２時～２時30分 読み手：ふきのとう
桜の苔玉フラワーアレンジ

4階多目的室
要申込（定員：15人）材料費：1,500円

3月1日（土） 午前10時～正午 小学生以下は保護者同伴
おはなしたまてばこ　おはなし会

4階多目的室
自由参加（定員：30人）参加費無料

3月8日（土） 午後２時～２時30分 語り手：おはなしたまてばこ
赤ちゃんと遊ぼうベビークーゲルの会

4階多目的室
自由参加（定員：10組程度）参加費無料

3月12日（水） 午前10時30分～11時 語り手：メルヘンクーゲル
読み聞かせボランティアスキルアップ講座

4階多目的室
要申込（定員：15人）　参加費無料

3月15日（土） 午後１時～2時30分 講師：フリーアナウンサー　中
なかむら

村恵
え み

美さん
持ち物：筆記用具、お気に入りの絵本

春のうららの備中たかはし松山踊り 図書館入口
三の丸テラス 自由参加

3月16日（日） 午後３時～３時10分
キッズBOOKタイム 4階キッズ

ライブラリー
自由参加　参加費無料

毎週日曜日 午後2時～2時30分 読み手：図書館スタッフ
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の
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図書館だより

21 令和７年（2025）２月 高梁市の市外局番は「0866」です



２月に誕生日を迎える子どもたちです

22
さいさい

相
あいはら

原 紬
つむぎ

ちゃん
（原田南町）

11
さいさい

小
お だ

田 日
ひ よ り

依ちゃん
（南町）

66
さいさい

大
おおつか

塚 菜
な な こ

々子ちゃん
（成羽町下原）

66
さいさい

門
かどまえ

前 柚
ゆ ず

子ちゃん
（玉川町玉）

11
さいさい

小
こばやし

林 宗
そ う じ ろ う

士朗ちゃん
（落合町阿部）

44
さいさい

國
くにすえ

末 天
て ん ま

馬ちゃん
（川上町上大竹）

22
さいさい

川
かわかみ

上 蒼
あ お と

翔ちゃん
（下谷町）

22
さいさい

門
かどまえ

前 琴
こ と ね

音ちゃん
（玉川町玉）

66
さいさい

常
つねきよ

清 咲
さ い か

花ちゃん
（有漢町有漢）

44
さいさい

武
た け だ

田 陽
は る き

希ちゃん
（落合町阿部）

66
さいさい

藤
ふじさわ

沢 凌
りょうげん

玄ちゃん
（寺町）

66
さいさい

林
はやし

 みりやちゃん
（成羽町成羽）

22
さいさい

新
にいやま

山 結
ゆ ず き

稀ちゃん
（和田町）

33
さいさい

中
なかむら

村 弥
み こ と

尊ちゃん
（南町）

22
さいさい

渡
わたなべ

 暖
の い

生ちゃん
（成羽町下原）

44
さいさい

和
わ く の

久野 智
ち ほ

穂ちゃん
（落合町近似）

44
さいさい

八
や た が い

田谷 優
ゆ う と

斗ちゃん
（成羽町成羽）

66
さいさい

森
もりもと

元 詩
し お り

織ちゃん
（落合町阿部）

11
さいさい

竹
たけがみ

上 大
た い が

海ちゃん
（成羽町成羽）

66
さいさい

長
な が お  

尾 彩
い ろ は

羽ちゃん
（落合町阿部）

すこやかスマイル（２月生まれ）

22令和７年（2025）２月



長寿おめでとうございます長寿おめでとうございます 送ってください　締め切り２月25日（火）
　３月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在
住のお子さんの写真を広報たかはし、行政放
送、市ウェブサイトなどで公開します。お子
さんの氏名（ふりがな）、性別、生年月日、年
齢、住所、応募者の氏名、電話番号を明記し
て送付してください。市ウェブサイトでも応
募できます。
　短歌・俳句・イラストなどは、自作の未発
表のもので、漢字にはふりがなを付けてく
ださい。氏名（ふりがな）・年齢・住所（市内の
み）・電話番号を明記して投稿してください。
なお、紙面の都合上、掲載できない場合があ
ります。

問（送り先）〒716-8501〔住所不要〕
広報たかはし「市民のページ」係
☎ 21-0210　 koho@city.takahashi.lg.jp
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市公式チャンネル市公式チャンネル

スキー ( をする )

寒
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　100 歳（大正 14 年生まれ）の誕生日を迎えられた
人へ記念品や花束をお贈りし、長寿を祝いました。
　市内で100歳以上の人は１月31日現在、71人（男
性６人、女性 65 人）です。
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高梁市
ふるさと
納税

返
礼
品
提
供
事
業
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
！
返礼品登録基準など詳しくは、
問秘書企画課☎21-0208 へご連絡ください。

事
業
者
の
皆
さ
ま
！

一
緒
に
高
梁
市
を

　PR
し
ま
せ
ん
か
!?

全国へ
PR

手続きは
簡単！

新たな
販路の
開拓

×× ××
複数のふる

さと納税

ポータルサ
イトへ

返礼品が
掲載されま

す

全国の寄附者へ高梁の魅力をPR！

寄附者へ
の

返礼品贈
呈から

新たな販
路の

開拓へ！

さまざまなメリットがあります！さまざまなメリットがあります！

農産物、加工品、雑貨などなど

広
報
た
か
は
し
2
月
号
（
通
巻
244
号
）

　
　
　
■ 

編
集
と
発
行（
毎
月
15
日
発
行
）高
梁
市
秘
書
企
画
課

■
 〒

716-8501 岡
山

県
高

梁
市

松
原

通
2043　

電
話

0866-21-0210
■

 ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

　
https://www.city.takahashi.lg.jp/

声の広報声の広報

こ
の

広
報

紙
は

、
環

境
に

優
し

い
植

物
油

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

声の広報声の広報

人口・世帯数
（人・世帯）

前月比
（人・世帯）

総人口  2 5 , 9 6 1 2 5 , 9 6 1 － 66－ 66

男 性  1 2 , 6 2 9 1 2 , 6 2 9 － 23－ 23

女 性  1 3 , 3 3 2 1 3 , 3 3 2 － 43－ 43

世帯数  1 3 , 1 0 4 1 3 , 1 0 4 － 40－ 40
（令和７年１月末現在・外国人含む）

　市内の観光やイベント
の情報・空き家情報など
を発信するアプリです。
また、災害時などの緊急
情報も配信されます。

〔Android 用〕〔iPhone 用〕

人　口 高梁いんふぉ
今
年
の
仕
事
始
め
は
元
日
、
川
面
町
で

の
初
日
の
出
の
撮
影
か
ら
。
天
候
や
条
件

に
恵
ま
れ
、
朝
日
が
差
し
込
む
瞬
間
に

は
、
雲
海
と
も
相
ま
っ
て
神
秘
的
な
景
色

に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

表
紙
に
も
あ
る
中
井
町
で
の
と
ん
ど
焼

き
は
、
と
て
も
寒
い
中
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
振
る
舞
わ
れ
た
豚
汁
や
無
病
息
災
を

願
っ
た
炎
で
身
も
心
も
温
ま
り
ま
し
た
。

と
も
に
事
前
に
準
備
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
地
域
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
、
今
年
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
（
吉
田
）


